












要約 前報からの継続研究として生後 3 日～24 か月の健康な乳幼児の精神・運動・行動発

達、気質と家庭環境とを縦断的に経過観察した。対象は東京、神奈川、長崎の乳幼児 52

名である。生後 3、10、30 日に新生児行動評価、生後 6、12、24 か月に Bayley 乳幼児発達

検査、生後 6、24 か月に Cald-well 家庭観察と行動様式質問、生後 12 か月に Nugent 両親

期待選好尺度などを実施し、基礎資料とともに相関分析、多変量解析などを行った。主な

結果は以下の通りである。 

①生後 6か月児の家庭環境は、同時点での児の発達との関連は余りみられなかったが、生

後 12、24 か月時の精神・運動発達評価値との関連は比較的強かった。 

②生後 24 か月児の家庭環境は、生後 6か月時の家庭環境と連続性がみられ、生後 24 か月

時の児の精神発達に強く影響を与えていた。しかし、母親の就労の有無、核家族か 3世代

家族か、父親の毎日の育児参加の有無など表面的な家庭状況は、生後 6、12、24か月時の

精神・運動発達評価値と関連がなかった。 

③生後 24 か月児の精神・運動発達評価値は、生後6、12 か月時の精神・運動発達との関連

もみられたが、評価時の児の行動、家庭環境との関連の方が強くみられた。 

④生後 24 か月児の精神発達評価値は、重回帰分析によれば、新生児期の祖母の育児参加、

生後 6、24 か月時に子供とかかわろうとする母親の行動の 3 項目のみから 53%説明され、

それらの精神発達における重要性が示唆された。 

⑤生後 24 か月児の運動発達評価値は、離島で出生した児、生後 30 日の頃、振戦や驚がく

反射、皮膚色の変化性などが多くみられたり、生後6か月時、気分が悪く適応性がなく、

かえって育てにくい児の方が高かった。 

⑥生後 10 日頃の新生児行動評価値(orientation、motor、regulation of state など)は、

生後 6、24か月時の Carey 行動様式質問と関連のある項目が多く、その頃の新生児行動評

価値は、新生児自身の気質をある程度示していると考えられた。 

⑦生後 30 日の運動発達(筋緊張、運動の成熟度、座位への引き起こし、防御運動、活動性)

の良好なほど、生後 6、12、24 か月時の精神・運動発達は早かった。 


